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淡路市の公共施設等総合管理計画に関する市民アンケート集計結果 

淡路市公共施設等総合管理計画（以下管理計画という。）の作成にあたって、管理計画の

素案や市民の皆様の施設に関する利用状況、今後の公共施設等の在り方に関する意識等を把

握するためのアンケート調査を実施しましたので、回答の集計結果を紹介します。 

なお、アンケート調査は以下のとおり実施しました。 

 

＜アンケート調査実施概要＞ 

・ 実施期間：平成 28 年 9月 3 日（土）～9月 20 日（火） 

・ 調査対象：淡路市内に居住する 20歳代以上の市民 2,000 人を対象に、平成 28 年 7月 29

日時点の住民基本台帳より無作為抽出（年代別・地区別にカテゴリ分けした層化抽出法）

にて選定 

・ 実施方法：郵送法による無記名アンケート調査 

・ 回収件数：575 件（うち無回答 2件） 

 

 

（参考）淡路市の年代別の人口構成（平成 28 年 7月 29 日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 端数処理の関係で表中の数値とグラフ上の数値が一致しない場合がある（以降のページも同様）。 

  

20 歳未満 7,004 人（15.4%） 

20 歳代 3,707 人（8.2%） 

30 歳代 4,470 人（9.8%） 

40 歳代 5,302 人（11.7%） 

50 歳代 5,339 人（11.7%） 

60 歳代 7,861 人（17.3%） 

70 歳以上 11,790 人（25.9%） 

アンケート回答者の抽出対象 

20歳未満

7,004人

15.4%
20歳代

3,707人

8.2%

30歳代

4,470人

9.8%

40歳代

5,302人

11.7%
50歳代

5,339人

11.7%

60歳代

7,861人

17.3%

70歳以上

11,790人

25.9%
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20歳代

31人

5.4% 30歳代

49人

8.5%40歳代

66人

11.5%

50歳代

95人

16.5%
60歳代

173人

30.1%

70歳以上

158人

27.5%

不明

3人

0.5%

津名地区

190人

33.0%

岩屋地区

64人

11.1%

北淡地区

117人

20.3%

一宮地区

95人

16.5%

東浦地区

105人

18.3%

不明

4人

0.7%

男性

257人

44.7%
女性

314人

54.6%

不明

4人

0.7%

回答者の属性 

 

性別 

 

 

 

 

年代層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 257 人（44.7%） 

女性 314 人（54.6%） 

性別不明 4 人（ 0.7%） 

20 歳代 31 人（ 5.4%） 

30 歳代 49 人（ 8.5%） 

40 歳代 66 人（11.5%） 

50 歳代 95 人（16.5%） 

60 歳代 173 人（30.1%） 

70 歳以上 158 人（27.5%） 

年代層不明 3 人（ 0.5%） 

津名地区 190 人（33.0%） 

岩屋地区 64 人（11.1%） 

北淡地区 117 人（20.3%） 

一宮地区 95 人（16.5%） 

東浦地区 105 人（18.3%） 

居住地区不明 4 人（ 0.7%） 
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5年未満

22人

3.8%
10年未満

28人
4.9%

20年未満

58人

10.1%

30年未満

57人

9.9%

30年以上

406人

70.6%

不明

4人

0.7%

居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代＋居住地区別の回答者数 
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8

10

6

17
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5

17

3

24

17

17

21

12

28

29

33

38

20

53

25

26

26

21

58

0 50 100 150 200

東浦地区

一宮地区

北淡地区

岩屋地区

津名地区

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢不明または、地区不明：5人

（人）

5 年未満 22 人（ 3.8%） 

10 年未満 28 人（ 4.9%） 

20 年未満 58 人（10.1%） 

30 年未満 57 人（ 9.9%） 

30 年以上 406 人（70.6%） 

居住年数不明 4 人（ 0.7%） 
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公共施設更新問題について 

Ｑ１ 全国の自治体で、高度経済成長期に多くの公共施設を整備したため、近い将来建替えが集

中し、公共施設等の更新に必要な費用が不足すること（公共施設更新問題）が課題となって

いることを知っていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

 

 
 
【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

  

44

51

15

13

12

1

55

68

45

18

15

10

40

45

29

30

22

17

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

1.知っていた

2.聞いたことがある

3.知らなかった

有効回答件数

（n）＝530
39.3％

71.2％

72.6％

67.4％

50.8％

55.1％

「知っていた＋聞いたことがある」の割合

１．知っていた 136 件（25.6%） 

２．聞いたことがある 212 件（39.8%） 

３．知らなかった 184 件（34.6%） 

1.知っていた

136人

25.6%

2.聞いたことがある

212人

39.8%

3.知らなかった

184人

34.6%
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【地区別】 

 

 

 
【公共施設更新問題に対する認知度】 

 

24

23

31

10

48

36

37

45

23

69

31

29

38

25

61

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東浦地区

一宮地区

北淡地区

岩屋地区

津名地区

1.知っていた

2.聞いたことがある

3.知らなかった

有効回答件数

（n）＝530

65.7％

65.9％

67.4％

66.7％

56.9％

「知っていた＋聞いたことがある」の割合

・ 公共施設更新問題の認知度（「知っていた」と「聞いたことがある」の割合）は 65.4％と

なっている。 

・ 年代別にみると、30 歳代から 40 歳代が 50～60％台で、60 歳代から 70 歳以上では 70％以

上となっている。 

・ 地区別にみると、岩屋地区の 56.9％以外は 65％以上となっている。 

【まとめ】 

◎公共施設更新問題の認知度は、回答者全体の約 2/3 となっており、年齢が高いほど認知

度が高い傾向にある。 
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17件

3.2%

92件

17.5%

416件

79.2%

1.白書の中身を見た

2.知っているが、白書の中身は見ていない

3.知らなかった

Ｑ２ 淡路市では、市が保有する公共施設やインフラ資産の今後の在り方の見直しを図るにあた

って、現状を把握するために「淡路市公共施設白書」を作成しましたが、公表されているこ

とを知っていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5

5

3

4

32

37

13

5

3

2

99

121

72

52

46

26

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

1.白書の中身を見た

2.知っているが、白

書の中身は見てい

ない

3.知らなかった

有効回答件数

（n）＝525
7.1％

27.2％

25.8％

18.2％

14.8％

6.1％

「白書の中身を見た＋知っているが、白書の中身は見ていない」の割合

１．白書の中身を見た 17 件（ 3.2%） 

２．知っているが、白書の中身は見ていない 92 件（17.5%） 

３．知らなかった 416 件（79.2%） 
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【地区別】 

 

 

 

 
【淡路市公共施設白書の認知度】 

 

  

4

1

5
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5

19

21

20

7

25

69

68

86

48

145

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東浦地区

一宮地区

北淡地区

岩屋地区

津名地区

1.白書の中身を見た

2.知っているが、白

書の中身は見てい

ない
3.知らなかった

有効回答件数

（n）＝525

17.1％

25.0％

24.4％

22.5％

15.8％

「白書の中身を見た＋知っているが、白書の中身は見ていない」の割合

・ 公共施設白書の認知度（「白書の中身を見た」と「知っているが、白書の中身は見ていな

い」の割合）は 20％程度となっている。 

・ 年代別にみると、20歳代と 30 歳代が 10％未満と低く、60 歳代から 70歳以上では 25％以

上と高い。 

【まとめ】 

◎公共施設白書の認知度は、全体の 20％程度と低く、年齢が高いほど認知度が高い傾向

にある。 
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公共施設の利用状況について 

Ｑ３ 公共施設をどれくらいの頻度で利用しますか。それぞれ１つに○をつけてください。 

【回答状況】※未回答を除く 

 

 

【年代別の利用率】※施設を年に数回以上利用している割合 

  

  

ほぼ毎日 週に数回程度 月に数回程度 年に数回程度
ほとんど
利用しない

年数回
以上利用

有効回答件数
（未回答除く）

0件 10件 59件 201件 282件 270件 552件

0.0% 1.8% 10.7% 36.4% 51.1% 48.9% 100.0%

0件 3件 13件 167件 367件 183件 550件

0.0% 0.5% 2.4% 30.4% 66.7% 33.3% 100.0%

1件 0件 0件 31件 515件 32件 547件

0.2% 0.0% 0.0% 5.7% 94.1% 5.9% 100.0%

1件 15件 85件 180件 272件 281件 553件

0.2% 2.7% 15.4% 32.5% 49.2% 50.8% 100.0%

3件 11件 50件 170件 314件 234件 548件

0.5% 2.0% 9.1% 31.0% 57.3% 42.7% 100.0%

0件 4件 14件 107件 415件 125件 540件

0.0% 0.7% 2.6% 19.8% 76.9% 23.1% 100.0%

4件 10件 51件 248件 236件 313件 549件

0.7% 1.8% 9.3% 45.2% 43.0% 57.0% 100.0%

1件 20件 23件 75件 429件 119件 548件

0.2% 3.6% 4.2% 13.7% 78.3% 21.7% 100.0%

0件 1件 13件 46件 485件 60件 545件

0.0% 0.2% 2.4% 8.4% 89.0% 11.0% 100.0%

7件 4件 53件 264件 220件 328件 548件

1.3% 0.7% 9.7% 48.2% 40.1% 59.9% 100.0%

2件 6件 34件 139件 367件 181件 548件

0.4% 1.1% 6.2% 25.4% 67.0% 33.0% 100.0%

産業系施設

集会施設

多目的ホール

博物館・文化財等

図書館

公園

観光・レクリエーション
施設

スポーツ施設

社会教育施設

行政系施設

福祉保健医療施設

42.1%

29.7%

5.3%

53.0%

43.4%

22.8%

60.0%

27.7%

11.5%

62.0%

31.6%

0%

20%

40%

60%

80%
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会
施
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目
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ク
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ツ
施
設
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設
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施
設

福
祉
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健
医
療
施
設

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

※全年代の平均値をグラフ上に％で表示している。
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【地区別の利用率】※施設を年に数回以上利用している割合 

 

 

【公共施設の利用状況について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.4%

32.4%

5.7%

49.1%

42.3%

23.8%

56.2%

20.8%
10.9%

57.6%

36.7%
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化
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産
業
系
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観
光
・レ
ク
施
設

ス
ポ
ー
ツ
施
設

社
会
教
育
施
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行
政
系
施
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福
祉
保
健
医
療
施
設

津名地区

岩屋地区

北淡地区

一宮地区

東浦地区

※全地区の平均値をグラフ上に％で表示している。

・ 公共施設の利用率（年に数回以上利用している割合）は平均 35.2％で、図書館、観光・

レクリエーション施設、行政系施設で 50％以上と高く、博物館・文化財等、社会教育施

設で 20％未満と低い。 

・ 年代別では、30 歳代の利用率が平均 38.1％と最も高く、70歳以上が平均 31.9％と最も低

い。用途別でみると、観光・レクリエーション施設で 20 歳代から 30 歳代の利用率が、図

書館、行政系施設で 30歳代から 40 歳代の利用率が、集会施設、多目的ホール、福祉保健

医療施設で 50 歳代から 70 歳以上の利用率が高い。 

・ 地区別では、東浦地区の利用率が平均 38.9％で最も高く、岩屋地区の利用率が平均 28.4％

と最も低い。用途別でみると、図書館、行政系施設で東浦地区の利用率が高い。岩屋地区

は他の地区と比較して全般的に利用率は低いが、福祉保健医療施設の利用率は地域別では

最も高い。 

【まとめ】 

◎年代別の施設需要の想定：若年層（20 歳代）＝観光・レクリエーション施設、子育て

世代（30～40 歳代）＝図書館、行政系施設、高齢層＝集会施設、多目的ホール、福祉

保健医療施設の利用率がそれぞれ高い。 

◎地区別の施設需要の想定：津名地区＝観光・レクリエーション施設、岩屋地区＝福祉保

健医療施設、北淡、一宮地区＝集会施設、東浦地区＝図書館、行政系施設の利用率がそ

れぞれ高い。 
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スポーツ施設

Ｑ３ 各施設に訪れる際によく使用する移動手段をそれぞれ１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共施設への移動手段】 
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バス 自転車 車 単車 徒歩 その他

・ 全ての用途において、車での利用が圧倒的に多い。 

・ 用途別では、車での利用が多い中、集会施設の徒歩利用の割合が他の用途に比べて高い。 

・ 地区別では、車での利用が多い中、岩屋地区の徒歩利用の割合が高い。 

【まとめ】 

◎地区、用途別ともに車での利用が圧倒的に多い。 

◎地域に点在している集会施設、公園は、徒歩での利用もみられる。 
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公共施設の満足度について 

Ｑ４ 公共施設についてはどのように評価しますか。それぞれ１つに○をつけてください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

 

 

【年代別の満足度】（「満足」＋「ほぼ満足」＋「普通」の割合） 

   

満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満
普通以上
の満足

有効回答件数
（未回答除く）

23件 57件 352件 50件 32件 432件 514件

4.5% 11.1% 68.5% 9.7% 6.2% 84.0% 100.0%

34件 71件 310件 43件 25件 415件 483件

7.0% 14.7% 64.2% 8.9% 5.2% 85.9% 100.0%

12件 22件 285件 76件 41件 319件 436件

2.8% 5.0% 65.4% 17.4% 9.4% 73.2% 100.0%

33件 114件 260件 61件 23件 407件 491件

6.7% 23.2% 53.0% 12.4% 4.7% 82.9% 100.0%

20件 82件 272件 76件 37件 374件 487件

4.1% 16.8% 55.9% 15.6% 7.6% 76.8% 100.0%

9件 28件 324件 69件 32件 361件 462件

1.9% 6.1% 70.1% 14.9% 6.9% 78.1% 100.0%

19件 100件 302件 59件 23件 421件 503件

3.8% 19.9% 60.0% 11.7% 4.6% 83.7% 100.0%

10件 46件 292件 86件 29件 348件 463件

2.2% 9.9% 63.1% 18.6% 6.3% 75.2% 100.0%

6件 18件 320件 70件 29件 344件 443件

1.4% 4.1% 72.2% 15.8% 6.5% 77.7% 100.0%

23件 65件 336件 48件 30件 424件 502件

4.6% 12.9% 66.9% 9.6% 6.0% 84.5% 100.0%

17件 59件 323件 58件 24件 399件 481件

3.5% 12.3% 67.2% 12.1% 5.0% 83.0% 100.0%

産業系施設

集会施設

多目的ホール

博物館・文化財等

図書館

公園

観光・レクリエーション
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スポーツ施設
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福祉保健医療施設

85.0%
88.0%
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84.9%

76.0%
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94.3% 93.9% 95.0% 95.1%
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※全年代の平均値をグラフ上に％で表示している。
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【地区別の満足度】（「満足」＋「ほぼ満足」＋「普通」の割合） 

 

 
 
【公共施設の満足度について】 
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※全地区の平均値をグラフ上に％で表示している。

・ 公共施設の満足度（「満足」と「ほぼ満足」と「普通」の割合）は平均 80.4％で、博物館・

文化財等以外の用途が 75％以上と高い。最も満足度が高い用途は多目的ホールの 85.9％と

なっている。 

・ 年代別では、20 歳代が平均 92.4％と最も高く、60 歳代が平均 82.8％と最も低い。用途別

でみると、集会施設、多目的ホール、図書館で 20 歳代の満足度が高く、博物館・文化財等、

産業系施設、行政系施設で 30 歳代の満足度が高く、公園で 70 歳以上の満足度が高い。 

・ 地区別では、津名地区、一宮地区、東浦地区が平均 80％以上と高い。用途別でみると、産

業系施設で津名地区が、観光・レクリエーション施設、行政系施設で一宮地区が、集会施

設、多目的ホール、図書館、福祉保健医療施設で東浦地区の満足度がそれぞれ高い。 

【まとめ】 

 ◎公共施設の満足度は平均で 80.4％と高い割合となっている。 

◎年代別では、若年層よりも高齢層の満足度が低い傾向にあり、今後高齢化社会を迎える

にあたって、高齢層のニーズに適した施設の整備が必要となる。 

◎用途別では全ての世代の満足度の平均が 80％以上となっているのに対して、地区別では

70％から 80％台とばらつきがみられることから、地理的環境が満足度に影響を及ぼして

いることがうかがえる。 
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今後の公共施設等の在り方について 

Ｑ５ 今後３０年を見据えて、公共施設等を維持及び更新していくための費用を試算したところ、

老朽化に伴い多額の財政負担が必要となることが明らかとなりました。今後、公共施設等の

整備や管理運営についてどのように進めていくべきだと考えますか。あなたの考えに最も近

い番号１つに○をつけてください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

 

 

 

 

【年代別】 

 

  

264件
49.3%223件

41.7%

35件
6.5%

7件

1.3%
6件
1.1%

１．減らすべき

２．必要なものだけを維持

３．同規模建替え

４．増やすべき

５．その他

69

87

41
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51
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40
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11

4

2
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2

4

0

0
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1

1

1

1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

１．減らすべき ２．必要なものだけを維持

３．同規模建替え ４．増やすべき

55.1％

「減らすべき」の割合

51.8％

44.1％

48.4％

56.3％

32.3％

有効回答件数 （n）＝535

１．公共施設等の役割を見直し、将来の人口規模や財政状況に見合った内容
に減らすべき 

264 件（49.3%） 

２．今ある公共施設等に優先順位をつけて、必要なものだけ建替えや維持し
ていくべき 

223 件（41.7%） 

３．既存の公共施設等を現在のまま維持し、老朽化した施設は同規模で建替
えるべき 

35 件（ 6.5%） 

４．公共施設等はまだ不足しているので、今後も施設を増やすべき 7 件（ 1.3%） 

５．その他 6 件（ 1.1%） 
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【地区別】 

 

 

 
【公共施設等の今後の在り方について】 
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１．減らすべき ２．必要なものだけを維持

３．同規模建替え ４．増やすべき

55.1％

「減らすべき」の割合

51.7％

47.7％

46.2％

41.8％

有効回答件数 （n）＝534

・ 今後の公共施設等の在り方について、「減らすべき」の割合は半数近くの 49.3％で、「必要

なものだけを維持」すると合わせると 91.0％と大多数を占めている。 

・ 年代別では、各世代の平均が 30％台から 50％台で、最も多い世代は 30歳代の 56.3％とな

っている。また、最も少ない世代は 20 歳代の 32.3％で、唯一「減らすべき」が「必要な

ものだけを維持」を下回っている。 

・ 地区別では、各地区の平均が 40％台から 50％台で、最も多い地区は津名地区の 55.1％で、

最も少ない地区は東浦地区の 41.8％となっている。 

【まとめ】 

 ◎「減らすべき」と考えている人の割合は 49.3％と高く、「必要なものだけを維持」と回

答した人と合わせると 91.0％で、必要のない公共施設等は現状よりも減らすべきとの意

見が大多数である。 

 ◎「減らすべき」と考えている人の割合の格差は、地域間よりも、世代間のほうが大きく、

世代によって公共施設等の今後の在り方の考えに違いがみられた。20歳代の若年層が他

の世代よりも公共施設等の需要が高い傾向にある。 
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Ｑ６ 以下の公共施設の中で、将来にわたって廃止や統合をせずに存続させたい施設として、あ

なたが思うものを次の中から３つ選んで○で囲んでください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

集会施設 225 件（39.1%） 観光・レク施設 182 件（31.7%） 

多目的ホール 132 件（23.0%） スポーツ施設 113 件（19.7%） 

博物館・文化財等 17 件（ 3.0%） 社会教育施設 31 件（ 5.4%） 

図書館 275 件（47.8%） 行政系施設 190 件（33.0%） 

公園 152 件（26.4%） 福祉保健医療施設 238 件（41.4%） 

産業系施設 30 件（ 5.2%）   

※割合はアンケート回収件数の 575 件を分母としている。 

 

【年代別】※未回答を除く 

 
【地区別】※未回答を除く 
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※全年代の平均値をグラフ上に％で表示している。
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※全地区の平均値をグラフ上に％で表示している。
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【存続希望の公共施設について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 存続を希望する公共施設は、集会施設、図書館、観光・レクリエーション施設、行政系施

設、福祉保健医療施設が 30％以上で、図書館は 47.8％と半数近くの人が存続を希望してい

る。一方、博物館・文化財等、産業系施設、社会教育施設は 10％未満となっている。 

・ 年代別にみると、20 歳代では観光・レクリエーション施設、スポーツ施設の存続希望が、

30 歳代では公園の存続希望の割合が高い。また、40 歳代では図書館の存続希望が、50 歳

代から 70歳以上で集会施設、福祉保健医療施設の存続希望の割合が高い。 

・ 地区別にみると、岩屋地区は福祉保健医療施設、一宮地区は集会施設、東浦地区は図書館

の存続希望の割合が高い。 

【まとめ】 

◎用途ごとに存続希望の割合に格差があり、利用状況や将来ニーズを踏まえたうえで、施

設の継続か廃止の検討が必要になる。 

◎年代別、地区別でも用途ごとに存続希望の割合が異なることから、施設の見直しにおい

ては、公共施設に対するニーズや地理的条件を踏まえた検討が必要となる。 
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Ｑ７ 以下の公共施設の中で、老朽化に伴って建替えの時期を迎えた場合、廃止や統合をした方

がよいと考える施設として、あなたが思うものを次の中から３つ選んで○で囲んでください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

集会施設 128 件（22.3%） 観光・レク施設 94 件（16.3%） 

多目的ホール 151 件（26.3%） スポーツ施設 123 件（21.4%） 

博物館・文化財等 261 件（45.4%） 社会教育施設 226 件（39.3%） 

図書館 80 件（13.9%） 行政系施設 113 件（19.7%） 

公園 77 件（13.4%） 福祉保健医療施設 74 件（12.9%） 

産業系施設 188 件（32.7%）   

 ※割合はアンケート回収件数の 575 件を分母としている。 

 

【年代別】※未回答を除く 

 

【地区別】※未回答を除く 
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※全年代の平均値をグラフ上に％で表示している。
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※全地区の平均値をグラフ上に％で表示している。
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【廃止や統合した方がよいと考える施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・ 廃止や統合した方がよいと考える公共施設の割合は、博物館・文化財等、産業系施設、社

会教育施設が 30％以上で、最も高い施設は博物館・文化財等の 45.4％で、最も低い施設

は福祉保健医療施設の 12.9％となっている。 

・ 年代別にみると、20 歳代から 30 歳代では集会施設の割合が高く、40 歳代では多目的ホー

ル、社会教育施設の割合が高い。 

・ 地区別にみると、北淡地区は多目的ホール、一宮地区は社会教育施設、東浦地区は集会施

設、博物館・文化財等の割合が最も高い。 

【まとめ】 

◎廃止や統合した方がよいと考える割合が高い施設は、利用状況が低い傾向にある。 

◎廃止や統合した方がよいと考える割合が 20％未満の用途もあり、施設の廃止か継続か

の検討には利用ニーズを踏まえる必要がある。 
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Ｑ８ 本市では、公共施設等の総量（延床面積）を「今後３０年間で約３５％削減」するという

長期目標を定めて、今後の公共施設等の最適配置に取り組んでいく予定です。目標設定につ

いてどのように思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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20歳代

１．素案の長期目標のとおり ２．もっと厳しい目標を掲げるべき

３．もっと緩やかな目標を設定すべき ４．削減すべきではない

60.4％

「素案の長期目標のとおり」の割合

61.4％

47.3％

58.7％

66.0％

63.3％

有効回答件数 （n）＝531

１．素案の長期目標のとおりでよい 313 件（58.9%） 

２．もっと厳しい目標を掲げて取り組むべき 150 件（28.2%） 

３．もっと緩やかな目標を設定すべき 57 件（10.7%） 

４．削減すべきではない 11 件（ 2.1%） 
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【地区別】 

 

 

 

【公共施設等の削減目標について】 
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１．素案の長期目標のとおり ２．もっと厳しい目標を掲げるべき

３．もっと緩やかな目標を設定すべき ４．削減すべきではない

58.8％

「素案の長期目標のとおり」の割合

65.0％

57.3％

64.0％

52.1％

有効回答件数 （n）＝530

・ 賛同意見（「素案の長期目標のとおりでよい」と回答した人）の割合は 58.9％と半数を超

えている。 

・ 年代別では、50歳代が 47.3％となった以外は、55％以上となっている。 

・ 地区別では、全ての地区において 50％以上となっており、岩屋地区で 65.0％、一宮地区

で 64.0％と高い割合となっている。 

【まとめ】 

◎「素案の長期目標のとおりでよい」と回答した人の割合が 6割近くと高く、素案の長期

目標の設定について総論としては賛成の傾向であることがうかがえる。 

◎一方、「もっと厳しい目標を掲げて取り組むべき」と回答した人も 28.2％で、さらに厳

しい削減目標を掲げるべきとの意見も少なくない。 
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※全年代の平均値をグラフ上に％で表示している。

Ｑ９ 「本計画」の素案において、持続可能な水準へと公共施設等の保有の適正化を図り、将来

世代の負担増大を回避していくため、公共施設等の維持管理に関する方針を掲げています。

次に掲げる方針についてどう思いますか。それぞれ１つに○をつけてください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

 
 
 
【年代別の実施すべき割合】（「実施すべき」＋「どちらかといえば実施すべき」の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

積極的に
実施すべき

どちらかといえば
実施すべき

どちらかといえば
実施すべきでない

実施すべき
でない

賛成意見
有効回答件数
（未回答除く）

　【総量の適正化】 266件 244件 24件 7件 510件 541件

　人口や税収、財政規模に見合った水準にする。 49.2% 45.1% 4.4% 1.3% 94.3% 100.0%

　【統廃合】 368件 155件 16件 10件 523件 549件

　類似機能の施設や必要性の低い施設は、統合や廃止を行う。 67.0% 28.2% 2.9% 1.8% 95.3% 100.0%

　【集約化】 274件 232件 28件 12件 506件 546件

　集約化により総量を縮減し、維持管理の効率化を図る。 50.2% 42.5% 5.1% 2.2% 92.7% 100.0%

　【機能転用】 303件 197件 30件 8件 500件 538件

　機能転用等による有効活用を行い、新たな施設の設置を抑える。 56.3% 36.6% 5.6% 1.5% 92.9% 100.0%

　【計画的な維持管理】 310件 213件 11件 10件 523件 544件

　優先順位を決めて、効率的かつ計画的な維持管理や修繕、更新等を行う。 57.0% 39.2% 2.0% 1.8% 96.1% 100.0%

　【施設の延命化】 287件 227件 15件 10件 514件 539件

　修繕・補強等を行い、安全性を確保して施設の延命化を図る。 53.2% 42.1% 2.8% 1.9% 95.4% 100.0%

　【民間活用（施設）】 128件 212件 136件 47件 340件 523件

　民間が保有する施設を公共施設として使用する。 24.5% 40.5% 26.0% 9.0% 65.0% 100.0%

　【民間活用（ノウハウ・資金）】 160件 254件 90件 23件 414件 527件

　民間のノウハウや資金を活用する。 30.4% 48.2% 17.1% 4.4% 78.6% 100.0%

　【地元委譲】 138件 235件 125件 32件 373件 530件

　管理運営を地元に委譲する。 26.0% 44.3% 23.6% 6.0% 70.4% 100.0%

　【土地・施設の売却】 286件 222件 29件 9件 508件 546件

　施設や土地の全部または一部を売却・賃貸して収入を得る。 52.4% 40.7% 5.3% 1.6% 93.0% 93.0%

　【開館時間の見直し】 230件 245件 57件 9件 475件 541件

　開館時間の見直し等の運営の効率化によって、維持管理経費を削減する。 42.5% 45.3% 10.5% 1.7% 87.8% 100.0%

　【使用料等の見直し】 197件 276件 50件 15件 473件 538件

　使用料や手数料を見直し、受益者負担の適正化を図る。 36.6% 51.3% 9.3% 2.8% 87.9% 100.0%

総
量
の
適
性
化

品
質
の
向
上

機
能
の
効
率
化
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【地区別の実施すべき割合】（「実施すべき」＋「どちらかといえば実施すべき」の割合） 

 

 

【公共施設等の維持管理に関する方針について】 
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※全地区の平均値をグラフ上に％で表示している。

・ 公共施設等の維持管理に関する方針について、全ての項目の賛成意見（「実施すべき」と「ど

ちらかといえば実施すべき」）の割合の平均は 87.4％となっている。 

・ 賛同意見の項目別では、「統廃合」、「計画的な維持管理」、「施設の延命化」が 95％以上で、

80％未満の項目は「民間活用（施設）」、「民間活用（ノウハウ・資金）」、「地元委譲」とな

っている。 

・ 年代別では、20 歳代が 91.4％と最も高く、最も低かった世代は 40 歳代の 85.4％で、世代

間での大きなばらつきはみられない。 

・ 地区別では、北淡地区が 84.9％と最も高く、一宮地区の 80.1％が最も低く、地区別でも大

きなばらつきはみられない。 

【まとめ】 

◎公共施設等の維持管理に関する方針については、不要な施設は削減すべきであるが、継

続使用が必要な施設については適切に維持管理すべきとの意見が多い。 

◎公共施設等の維持管理に関する方針について、賛成意見が多かった上位 2 項目は「品質

の向上」の 2 項目となっており、既存施設の長期利用や有効活用を求める傾向であるこ

とがうかがえる。 

◎「民間活用（施設）」、「民間活用（ノウハウ・資金）」、「地元委譲」等、外部での管理に

関しての賛同意見は若干低い。 
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15件
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１．許容できる

２．ある程度までは許容できる

３．取り組むべきではない

４．わからない

５．その他

Ｑ１１ 公共施設等の現状から、多くの自治体が施設の統廃合等の再編成についての取り組みを

始めていますが、再編成を進めると今まで利用してきた施設が遠くなったり、利用できなく

なる場合もあります。このことについてどう考えますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】  
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１．許容できる ２．ある程度までは許容できる
３．取り組むべきではない ４．わからない
５．その他

「許容できる+ある程度までは許容できる」の割合

73.1％

83.7％

83.2％

87.9％

98.0％

83.9％

有効回答件数 （n）＝558

１．許容できる 87 件（15.6%） 

２．現在の状況を考えると、ある程度までは許容できる 374 件（66.9%） 

３．許容できないので、取り組むべきではない 33 件（ 6.1%） 

４．わからない  49 件（ 8.8%） 

５．その他 15 件（ 2.7%） 
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【地区別】 

 

 

【公共施設等の再編成について】 
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「許容できる+ある程度までは許容できる」の割合
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80.3％

82.6％

83.9％

83.5％

有効回答件数 （n）＝558

・ 公共施設等の再編成による不都合についての許容率（「許容できる」と「ある程度までは許

容できる」の割合）は 82.5％となっている。 

・ 年代別では、30歳代が 98.0％と最も高く、70歳以上が 73.1％と最も低い。 

・ 地区別では、全ての地区が 80％台となっている。 

【まとめ】 

◎公共施設等の再編成によって、施設が遠くなったり、利用できなくなることについては、

ある程度は許容できるとの意見であるが、再編成にあたっては、できる限り影響を最小

限に留めるよう、コミュニティバスの運行等を検討する必要がある。 

◎70 歳以上の高齢者層が他の世代に比べて許容率が低いことから、高齢者層に配慮した施

設の再編成を進めていく必要がある。 
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Ｑ１２ 今後、市民の皆様と意識を共有して、適正な公共施設等の在り方を決定していくことが

重要と考えていますが、どのような方法で情報共有または将来の在り方を検討していくのが

よいと思いますか。あなたが思うものを次の中から２つ選んで、番号に○をつけてください。 

 

【回答状況】※未回答を除く 

※割合はアンケート回収件数の 575 件を分母としている。 

 

 
【年代別】  
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※全年代の平均値をグラフ上に％で表示している。

１．公共施設等の在り方に関する情報や検討経過等の市ホームページ・広報
紙への掲載 

321 件（55.8%） 

２．パブリックコメント等による意見公募の実施（9月頃実施予定） 94 件（16.3%） 

３．ワークショップ（様々な人が集まって自由に意見を出し、考えをまとめ
ていく場）の開催 

128 件（22.3%） 

４．シンポジウムやセミナーの開催 43 件（ 7.5%） 

５．ホールや会館等での住民への説明会の開催 201 件（35.0%） 

６．現地見学等も合わせた対象施設での立会による説明会の開催 91 件（15.8%） 

７．市民委員や有識者等を交えた検討委員会等の設置 116 件（20.2%） 

８．その他 9 件（ 1.6%） 
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【地域別】  

 

 

【公共施設等の在り方の検討における情報共有について】 
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※全地区の平均値をグラフ上に％で表示している。

・ 公共施設等の在り方の検討についての情報共有の方法として最も多かった回答は「市ホー

ムページ・広報紙への掲載」の 55.8％で、次に「ホールや会館等での説明会」が 35.0％と

なっている。 

・ 年代別にみると、50 歳代が「ホールや会館等での説明会」、「立会による説明会」の項目で

最も多い。 

【まとめ】 

◎自由意見においても情報提供を求める意見があったが、「淡路市公共施設白書」の認知度

が 20％程度であることから、市民に広く情報が伝わる方法を改めて検討する必要があ

る。 

◎「ワークショップ」、「ホールや会館等での説明会」が 2 番目、3 番目に多く、参加型の

方法に関心が高い傾向であることがうかがえる。 
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自由意見欄 

Ｑ１０ 前問の方針以外に、あなたが必要と考える方針がありましたら、自由にご記入ください。 

Ｑ１３ その他、今後の公共施設等の活用や在り方、「淡路市公共施設等管理計画」について、ご

意見やご感想がありましたら、自由にご記入ください。（公共施設白書の感想等も含む） 

※ 144 件の回答のうち、今後の公共施設の活用や在り方に関する主な意見を掲載しています。 

これらの貴重な意見をもとに、今後の公共施設等総合管理計画に反映していきます。 

 

【施設の集約、整理（統廃合、複合化、長寿命化等）に関する意見】 

  

No. 主な意見 

１ 
淡路市の財政を考えれば公共施設はいち早く減らすべきである。人口が減少するのであれば一層進めるべ

き。（男性 50 歳代、女性 40 歳代） 

２ 

1 つの建物に複数の施設を集めることにより、総量が縮減し維持管理の効率化が図られる。また、機能が

増えることにより、その場に行けば自分にあったことができるので楽しみも増える。（男性 60 歳代、女性

70 歳以上） 

３ 

各公共施設が旧町に点在していることが無駄な経費・浪費につながっていると思う。多目的施設・博物館

等・図書館・公園・観光・レクリエーション・スポーツ等を集約した巨大施設をつくり、家族等が 1日過

ごせるようにすれば良い。（男性 60 歳代） 

４ 

施設があるから利用するという考え方ではなく、利用したい人がいるから施設が必要になると思う。利用

したい内容や規模にあったものにするべきで、少人数であっても今後必要とされるものは残し、現状ニー

ズがなく今後も期待できないのであれば廃止する。（男性 30 歳代） 

５ 統廃合により少々不便になっても、次の世代につけを残さないことが一番大切と考える。（男性 60 歳代） 

６ 
旧町の施設等が、それぞれの町内にまだまだ残っている。思い切って廃止等にすべきではないか。（男性

60 歳代） 

７ 
老朽化した施設は、廃止にしても直すにしてもお金がかかる。人口が減少していく中で、地域の人達が今

後も継続して使える施設か、よく話し合って決めてほしい。（女性 60 歳代） 

８ 
今ある施設をそのまま残すのも良いが、利用しない施設を閉鎖し、新しい建物を建設していくことも考え

てほしい。（女性 40 歳代） 

９ 公共施設を統合して少なくし経費削減を図ってほしい。（女性 70 歳以上） 

10 
施設の統廃合とともに市バスの本数を増やす等、利便性が落ちないようにしてほしい。（男性 30 歳代、女

性 60 歳代） 

11 
利用率の低い公共施設は、今後、廃止すべきと考えるが、島外からの観光客が利用する観光、レクリエー

ション施設はそのまま残し、設備を整備充実させてほしい。（男性 30 歳代） 

12 
無駄な物は持たない。公共施設のミニマリストに取り組んでほしい。なければないでどうにかなる。（男

性 50 歳代）（女性 70 歳以上） 

13 

道路のようになくすわけにはいかない施設がある。一方、建物には、その存在理由のなくなったものもあ

る。徹底的な議論を通して、改廃の必要を論じるべきである。なお、共同体に必要なものは、絶対に残し

て維持管理すべきである。（男性 60 歳代） 

14 

住民サービスが受けられる施設を 1ヶ所にまとめ、大きく移動することなく必要な用務を一度に済ますこ

とができればと考える。ハード面ソフト面でも充分なサービスと、何よりも全ての地域からの交通のアク

セスが大切に思う。（女性 60 歳代） 

15 

行政・保健センター等は小さくなっても良いので車で 15 分内にあってほしい。博物館・産業系・教育施

設等は、今までも今後も必要とは思わない。建物が大きすぎるわりには、使っていない部分が多いのであ

れば、1つの建物でいろいろな施設を入れる方が使用する側も便利だと思う。（女性 30 歳代） 

16 
同じ目的の施設を統合し、内容が充実した施設にした方が良い。何もかもが町内に身近にあれば良いとは

限らない。（女性 60 歳代） 

17 
交通ルート網を計画し、その上で地理的に施設を配置し直す。ルート上に必要に応じた数量の施設を配置

する。維持管理の共有化を図るが、1つの建物に人が集まりすぎないようにも注意が必要。（男性 40 歳代） 

18 

大きな箱物施設は必要ないが、地域で徒歩圏内に行政窓口は必要と考える。コンビニで住民票が受け取れ

るような感覚で、図書の貸し出し返却ができる等、地域で最低限の住民サービスが可能になれば、メイン

施設は 1つにできると思う。（女性 40 歳代） 
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【サービスの見直し（使用料負担、受益者負担、交通、他サービス利用等）に関する意見】 

 

 

【施設の見直し（既存施設の活用、施設利用率の向上等）に関する意見】 

 

  

No. 主な意見 

１ 公共施設の利用は有料で送迎をするべき（希望者のみ）。（女性 70 歳以上） 

２ 室津にもコミュニティバスを運行してほしい。（女性 70 歳以上） 

３ 情報等が広くわかりやすく伝わるようにしてほしい。（男性 50 歳代、女性 60 歳代） 

４ 
高齢者が一番困るのが足の便で、シャトルバス等があれば少しは遠くても公共施設を利用できると思う。

（女性 70 歳以上） 

５ 
しづかホール等の多目的ホールが指定者管理制度になってイベント等が減った気がする。もっと子供達に

本物の芸術文化に触れてもらえる場所になってほしい。（女性 30 歳代） 

６ 

例えば、ホールでの催し物や行事予定等を折込み等でわかりやすく公報誌に入れておくと観客の動員数も

増えるのではないか。バスターミナルにも淡路市内の行事等の情報が掲示されることも、観光客にとって

嬉しいと思う。（女性 60 歳代） 

７ 
同程度のサービス内容のものを点在させるより高水準サービスを集中させることで、人・金を必要に応じ

て集めることができるのではないか。（男性 30 歳代） 

８ ICT を活用しハード面だけでなくソフト面で効率化を進めてはどうか。（男性 50 歳代） 

No. 主な意見 

１ 既存施設の魅力の再開発。（男性 60 歳代） 

２ 地域住民が、もっと利用しやすい在り方を望む。（男性 70 歳以上） 

３ 今後、高齢化が進むため、施設のバリアフリー化を望む。（男性 70 歳以上） 

４ 
住民の人が好きな時間に出かけられる交流の場があればと思う。垂水・三木市他の図書館も参考に。（女

性 60 歳代） 

５ 
観光に来てもらうよう、公園、産業系施設、観光・レクリエーション施設をもっと宣伝してほしい。（男

性 50 歳代） 

６ 
公共施設を利用できるような時間に余裕がある人は限られている。市民を対象とした施設でも出かけるの

に車が必要で、自由さはない。使用時間の見直し、休日開放等を検討するべきではないか。（女性 30 歳代） 

７ 
津名町の2つのプールの休館日がともに火曜日となっている。利用者にとっては火、水曜日等休館日を別々

にしてほしい。（男性 50 歳代） 

８ 

公共施設を有効に利用できる世代は限られていると思う。また、施設に出かけるのにも車が必要となる。

働き世代も柔軟に利用できるような利用日、時間帯の見直し等、創意工夫が必要だと思う。（女性 30 歳代、

女性 40 歳代） 

９ 

限られた予算の中での運営のため統廃合は当たり前だと思う。ただし、残したものは全国に誇れる施設を

目指してほしい。子供が出て行っても帰ってきたくなる町の条件に公共施設の魅力も大きく影響する。（男

性 30 歳代） 

10 
無駄をなくして、何回利用しても楽しい、継続できるものであってほしい。活気ある楽しめる施設に変わ

っていってほしい。（女性 50 歳代） 

11 

高齢化社会に向けては、健康管理上スポーツ振興は欠かせないと思う。近隣での公共施設となれば小・中

学校である。学校解放を行ってスポーツ等を通じて住民間のコミュニケーションを深める一助に活用して

ほしい。（男性 70 歳以上） 

12 
都会のように公園デビューできるような公園がないのが残念。あっても、遊びにくい、汚れている、トイ

レが汚い等、若い世代が淡路島で生活したいと思うような便利な島にしてほしい。（女性 40 歳代） 
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【地域づくり・まちづくり（地域活性化、安心安全の確保等）に関する意見】 

 

 

【その他の意見】 

  

No. 主な意見 

１ 誤って遊ぶ子供が危ないため、公園をできるだけ早く修復してほしい。（女性 50 歳代） 

２ 
見直し削減は必要だと思うが、淡路市を活性化するか考えて、メリハリをつけた行政を望む。目玉商品が

ないように思う。（男性 60 歳代） 

３ 
旧 5 町にバランスの取れた公共施設を残し活動する場をつくってほしい。片寄りは、市の弱体化になる。

（男性 50 歳代） 

４ 公共施設が人々の休息の場となることや、災害時の対応等も考えていくべき。（女性 50 歳代） 

５ 

災害時に避難したいと思うが、「安全で長期にわたって大人数が集まった場合でも避難生活が可能だ」と

自信を持って言える施設があるのか。今後の公共施設の在り方として、利用する高齢者のことも配慮する

必要がある。（女性 60 歳代） 

６ 
5 町が合併したのだから重複する施設が減少していくのは仕方がないが、もう少し住んで楽しい街に。（女

性 50 歳代） 

No. 主な意見 

１ 
少子高齢化に伴い、それぞれの地域状況のニーズを考慮したうえで、公共施設等総合管理計画の策定を希

望する。（男性 60 歳代） 

２ 
大きな公園や観光施設は淡路島の魅力だと思うので、維持できないか。道路や歩道、バス等がもう少し便

利に利用できると良い。（女性 30 歳代） 

３ 
観光施設を増やし、他市・他県から今よりもっと観光客に来てもらい、淡路市が活性化し、市民が豊かに

なればと思う。夏は、ハワイのように…等、コンセプトを決めて実施すると良いと思う。（女性 20 歳代） 

４ 
施設の統廃合等再編成への取り組みは歓迎するが、高齢化が進み、今までのような町内会活動も期待でき

ない中、地域住民に管理を任せることには反対である。（女性 40 歳代） 

５ 耐震工事のできている廃校となった学校の活用を考えてほしい。（女性 60 歳代） 

６ 市全体のプロジェクトとして取り組むべき問題だと考える。（男性 40 歳代） 

７ 
各施設の利用状況の公開等、住民に公開することにより現状の理解、協力ができていくのでは。全ての住

民がホームページを見ることができるわけではない。（女性 60 歳代） 

８ 
民間のノウハウや経営スタンスを学び導入すべき、ソフト面を強化することでハード面も生きてくると考

える。（男性 20 歳代） 

９ 民間のノウハウを活用するには、それを生かす知識を有する市職員の人材が必要だと思う。（男性 40 歳代） 

10 赤字施設の存続等、市民が利用しない施設に税金を投入する必要性があるか。（女性 20 歳代） 

11 
本当に必要な施設は、老朽化が目に見えるので土台から直すべきである。配管等をだましだましで補修し

ても一時しのぎとしかならない。（女性 30 歳代） 

12 民間と公共の共同化を図り行政を見直してほしい。（女性 40 歳代） 
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別添資料 

市民アンケート設問 
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